
 本シミュレーションでは、令和５年度決算をベースに15年間の推計を実施
 推計にあたっては、国立社会保障・人口問題研究所の人口推計や「中長期の
経済財政に関する試算」（内閣府）で示された経済成長率など現時点で見込
むことができる条件を前提に推計

 なお、本推計は不確定要素を多く含んでおり、将来に向かって相当の幅を
もってみていただく必要がある



1

（単位：百万円）
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※歳入の「繰入金」欄について、令和６年度以降は財政調整基金からの繰入れは含んでいない

(単位:百万円)

R5（決算） R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16 R17 R18 R19 R20

歳　　入　　合　　計 20,016 22,168 20,731 20,688 20,940 20,941 20,938 20,918 20,899 20,895 20,887 20,881 20,875 20,863 20,854 20,844

市税 5,495 5,553 5,572 5,593 5,568 5,538 5,507 5,464 5,414 5,364 5,299 5,245 5,190 5,108 5,037 4,965

地方交付税（臨財債含む） 5,265 5,325 5,422 5,529 5,693 5,716 5,738 5,771 5,810 5,849 5,900 5,944 5,988 6,053 6,110 6,168

交付金・地方譲与税等 1,505 1,523 1,544 1,567 1,575 1,576 1,576 1,576 1,573 1,571 1,568 1,564 1,561 1,555 1,551 1,545

国・府支出金 5,688 5,784 5,928 6,075 6,240 6,247 6,253 6,260 6,268 6,277 6,286 6,294 6,302 6,313 6,322 6,332

地方債 544 2,241 1,200 1,200 1,200 1,200 1,200 1,200 1,200 1,200 1,200 1,200 1,200 1,200 1,200 1,200

諸収入 700 584 584 584 584 584 584 584 584 584 584 584 584 584 584 584

繰越金、繰入金 819 1,158 481 140 80 80 80 63 50 50 50 50 50 50 50 50

歳　　出　　合　　計 19,692 21,767 20,671 21,147 21,248 21,696 21,561 21,763 21,336 21,865 21,513 21,748 21,638 21,352 21,558 21,537

人件費 3,435 3,776 3,575 3,793 3,519 3,756 3,459 3,861 3,428 3,927 3,530 3,774 3,590 3,284 3,450 3,311

扶助費 5,565 5,764 6,004 6,281 6,601 6,601 6,601 6,601 6,601 6,601 6,601 6,601 6,601 6,601 6,601 6,601

公債費 1,405 1,417 1,459 1,509 1,521 1,659 1,745 1,472 1,416 1,391 1,384 1,320 1,340 1,302 1,293 1,361

建設事業費（災害復旧含む） 714 2,604 1,250 1,250 1,250 1,250 1,250 1,250 1,250 1,250 1,250 1,250 1,250 1,250 1,250 1,250

物件費 2,597 2,667 2,723 2,759 2,783 2,807 2,831 2,855 2,880 2,905 2,930 2,955 2,980 3,006 3,032 3,058

補助費等 1,910 1,937 1,964 1,992 2,020 2,048 2,077 2,106 2,135 2,165 2,195 2,226 2,257 2,289 2,321 2,354

繰出金 3,347 3,401 3,455 3,493 3,513 3,534 3,556 3,576 3,584 3,583 3,580 3,579 3,576 3,576 3,566 3,557

積立金等 719 201 241 70 41 41 42 42 42 43 43 43 44 44 45 45

401 60 ▲ 459 ▲ 308 ▲ 755 ▲ 623 ▲ 845 ▲ 437 ▲ 970 ▲ 626 ▲ 867 ▲ 763 ▲ 489 ▲ 704 ▲ 693

1,651 1,813 2,014 1,585 1,277 522 ▲ 101 ▲ 946 ▲ 1,383 ▲ 2,353 ▲ 2,979 ▲ 3,846 ▲ 4,609 ▲ 5,098 ▲ 5,802 ▲ 6,495

収 支 過 不 足

財 政 調 整 基 金 残 高

区　　分



主な費目 考え方

歳
入

市税 人口・経済成長率と連動

地方交付税
直近の実績に各年度の扶助費
の増加分を加算

国・府支出金 歳出と連動

地方債 歳出と連動

交付金・譲与税等、諸収
入（使用料・手数料、財産
収入、寄附金など）

直近の実績を据え置き
※地方消費税交付金、法人事業税交
付金のみ経済成長率と連動

繰入金
特目基金からの繰入金を
☑ 見込む

□ 見込まない

主な費目 考え方

歳
出

人件費 直近の実績に物価上昇の影響を反映

扶助費 直近の実績の伸びを反映

補助費等、
物件費

直近の実績の伸び、物価上昇の影響を反映

建設事業費

次のいずれかによる
□ 直近の実績に物価上昇率を乗じた額をベースとし、

大規模事業を個別に積み上げる
☑ 団体の計画値を用いる

公債費
既発分は市による推計
新発分は歳入の地方債と連動

繰出金

国保特会と後期高齢特会は人口と連動

介護特会は府全体の介護給付費総額の推計値と連動

公営企業は直近の実績を据え置き
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